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今期から、精密計測事業の区分を｢その他｣から｢産業機械｣に変更しています。

その他は変更ありません。
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上半期に引き続き、モバイル計測事業が全体を牽引しました。

モバイル計測市場は、

（１） スマートフォンやタブレット端末に代表される、新しいモデルの開発競
争、販売競争で活発な動きを見せる携帯端末製造市場と、

（２） 第４世代の新たな超高速モバイル通信方式、ＬＴＥ方式の研究開発用
の計測システム

の需要が拡大しました。

産業機械事業は、水産加工業の復興需要などに牽引されたほか、北米
をはじめとする海外市場でも堅調に推移しました。
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（１） モバイル市場は引き続き伸長しました。ＬＴＥ方式の規格適合試験や
端末の相互接続試験のための計測システムに対する引き合いは、引き続
き堅調な動きを見せました。スマートフォン製造ライン向けのワン・ボック
ス・テスタは、海外の携帯端末ベンダーの堅調な需要に加えて、日本のベ
ンダーからも製造ラインの拡充や設備更新の需要として伸長しました。

（２） ネットワーク・インフラ市場は前年度比で伸長しましたが、米国の政府
系無線ネットワーク市場の需要は一巡の動きが見られました。一方、モバ
イル・ブロードバンド・サービスの拡充を背景に、モバイル・バックホール、
コア・ネットワークの高速化や拡充整備に向けた開発需要が立ち上がりつ
つあります。

（３）エレクトロニクス市場も、多岐にわたる用途の無線モジュールの開発、
製造市場で堅調に推移しました。
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計測事業の大幅な増収増益によって、グループ全体としても、営業利
益、経常利益、純利益とも、前年同期比で大幅な増益となりました。

増収増益の主な要因は、次の２点が挙げられます。

（１） スマートフォン市場の拡大に伴って、携帯端末の製造ライン向けの
テスター（ワン・ボックス・テスター）の受注が拡大したことにより、量産効
果とコストダウン成果を反映することができました。

（２） 付加価値率の高いソフトウェア製品群をコアとするLTE向けの計測
ソリューションの需要が拡大したことによります。

第３四半期においても円高という悪材料は続いたものの、競争優位な計
測ソリューションが伸長したことにより、売上、利益ともに大幅な上昇とな
りました。



計測事業の第３四半期の受注高は、前年・第３四半期との比較で、連
続して２桁の大幅な増加で推移しました。一方、当年度・第２四半期から
の推移比較では、フラットな伸びとなりました。 その主な要因は、

（１）スマートフォーンの普及拡大に伴う製造用のテスターや

（２）ＬＴＥ関連の研究開発用途

の需要が安定的に推移していることによると見ています。
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計測事業は、前年同期比３４％の増収となる売上高５０８億円を達成し、
営業利益１０２億円、営業利益率２０％の成果となりました。

産業機械事業は、食品関連の品質検査需要が日本市場や北米市場な
どが堅調なため、前年度比１７％の増収になったものの、円高による目
減りや精密計測事業との統合費用などもあり若干の増益に留まりました。

情報通信事業は、主力の官公庁市場が低調に推移しています。

その他事業は、主に、映像配信市場関連の光デバイス事業の投資が
一巡したため減収減益となりました。



当第３四半期の連結営業利益率は１７．５％、計測事業の営業利益率
は２３．１％でした。

計測事業の営業利益率が第２四半期から更に改善した主な要因は、超
円高の影響を直接受けない国内市場で、モバイル計測市場向けのテス
ターが好調であったことなどが挙げられます。
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（１） 米州は、ＬＴＥ関連市場で投資が拡大する一方、無線ネットワーク
の整備や基地局の建設保守などの内需関連投資が一巡する傾向にあり
ます。

（２） EMEAは、金融不安に伴う顧客の投資抑制等もあり、力強さはない
もののユーロ安にも関わらず堅調に推移しています。

（３） アジア市場は、第2四半期に引き続き当第３四半期も、前年度比４
８％の大幅な成長率を示す結果となりました。その主な要因は、携帯端
末の製造向けのテスター市場の成長ですが、計測市場全体としても堅調
に推移しています。

（４） 日本市場も、スマートフォーンの普及拡大とＬＴＥ商用化端末のリ
リースに伴って、基地局整備関連も含めてモバイル通信向けの設備投資
が活発化しました。

また、産業機械事業は震災からの復興需要もあり、堅調に推移していま
す。
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第３四半期の１０月３１日、史上最高値となる１＄＝７５円３２銭を更新
するなど、更なる円高が定着する動きにあります。その結果、９ヶ月累計
で為替差損７億円が発生しました。
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営業キャッシュフローは１１２億円の資金獲得となりました。

主な要因は、利益の増加によるものです。

設備投資は計画どおりの進捗です。

その結果、フリー・キャッシュフローは９９億円の資金獲得となりました。



計測事業の成長を牽引しているモバイル計測市場の動向は、第３四半
期の状況により、今後とも堅調な推移を獲得できる可能性がでてまいり
ました。ついては計測事業の下半期の業績は、上半期とほぼ同じ水準を
確保できる見通しに上方修正します。その結果、計測事業の売上高を４
０億円、営業利益を２５億円、増額します。なお、計測事業以外のセグメ
ントは、期初見込みの通りであり、変更はありません。

欧州債務問題や為替の動向など、先行きに不透明な要素はあるもの
の、計測事業の増収増益分を織り込んで、全体としても、売上高、営業
利益、経常利益、当期純利益を上方修正します。
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東日本大震災から、あと一月あまりで１年が経過しようとしています。震
災からの復旧・復興は、未だに多くの課題を抱えていますが、着実に前
進しています。復興元年である２０１２年を迎えて、アンリツグループも、
被災された地域に拠点を構えるものとして、本業面のみならず、積極的
に復興を支援し、社会的責任を果たしていく所存です。

株主・投資家のみなさまのご支援とご協力をお願いして、２０１２年３月期
第３四半期の業績報告とします。


